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大田区自立支援協議会 防災部会議事録 

          文責：冨丘委員（区事務局一部修正） 

(１) 会議の名称 大田区自立支援協議会 第６回防災部会 

(２) 開催日時 平成３０年１月１８日（木）１０：００ ～１２：００ 

(３) 開催場所 さぽーとぴあ 多目的室 

(４) 出席した委

員、事務局等 

委 員 （部会長：志村 陽子）             ＜敬称略＞ 

田邉 俊子 竹内 千代江 岡戸 繁樹 粟田 修平 蛭子 明子 

在原 寛子 冨丘 浩之 広瀬 健次郎 篠崎 哲也  

オブザーバー：八尾 隆一（蒲田警察署）、 

       鈴木 浩二（蒲田消防署）、深作 友明（矢口消防署） 

区職員：田村 克彦（南六郷福祉園長） 

高野 耕治（上池台障害者福祉会館長）、 

阿部 幸喜・伊豆藏 修一（防災危機管理課）、 

小泉 洋子（障がい者総合サポートセンター） 

事務局：関根 あずさ（障害福祉課） 

１ 確認・連絡事項 

（１）出欠者の確認 

（２）書記の確認（冨丘委員） 

（３）配布資料の確認 

 

２ 前回の振り返り 

 

３ 議題 

（１）福祉避難所開設訓練について 

  ○「大田区の防災対策－大田区地域防災計画－」の一部抜粋より情報整理。 

    地震が起きたから避難所に避難するわけではない。 

    避難所＝住居を失った人がやむなく避難生活を行う場所。 

    自宅での安全な生活が可能な場合は、可能な限り自宅で生活。 

    そのための対策、備蓄品等について確認。 

 

  ○障がい者総合サポートセンター福祉避難所開設訓練の概要を確認。 

    平成 30年２月 14日(水)9:00～12:00 １階ロビー、駐車場、５階多目的室 

    防災備品の試用実践・場所確認、受付方法の習、情報伝達・指揮系統確認等。 

 

  ○防災部会としてのさぽーとぴあ訓練への協力方法を検討。 

    各委員より「このような困難を抱えてる人を想定してはどうか」との意見複数。 

    実際の災害発生時は、備蓄品で対応しきれない。近隣の病院、地域との連携が必要。 

    意見をもとに、作業部会で調整して実施案を作成する。 
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（２）施設長会へのアンケートについて 

   項目等について確認。施設長会・学校に依頼する（締切２月２日）。 

 

（３）最終報告について 

   大田区自立支援協議会にて行う最終報告の資料。 

   施設長会との連携（アンケート）、福祉避難所開設、次年度に向けて等を報告。 

 

４ 委員及び各関係機関からの情報提供 

  大田区障がい者福祉のあらまし（ＰＤＦ版）区のホームページからダウンロード可能。 

 

※次回日程 

第７回作業部会   ：平成 30年２月７日（水）10：00～さぽーとぴあ集会室 

第７回部会（訓練） ：平成 30年２月 14日（水）10：00～さぽーとぴあ集会室 

 

 


